
寡
占
的
諸
行
動
と
マ
ク
ロ
的
影
響
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
寡
占
価
格
論
へ
の
一
接
近

北

野
　
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
　
　
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
競
争
モ
デ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
寡
占
．
モ
デ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
比
較
静
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
四
含
　
　
　
意

本
稿
の
目
的
は
・
管
理
価
格
髪
う
寡
占
萎
諸
行
動
の
相
互
関
係
姦
討
す
ポ
事
、
更
に
寡
京
そ
れ
ら
の
行
動
を
戊
化

さ
せ
る
こ
と
に
よ
一
て
・
；
．
雪
旨
一
一
・
一
の
意
味
で
の
短
期
簑
げ
る
一
ク
ロ
の
経
済
現
象
と
し
て
ど
ん
な
特
徴
が
現
わ
れ

る
か
を
競
争
経
済
の
場
合
と
対
比
さ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

寡
占
の
特
徴
の
萎
竺
側
面
と
し
て
相
互
に
対
抗
関
係
に
置
か
れ
た
寡
占
企
業
の
行
動
様
奈
あ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
の
側
面

は
捨
象
し
・
寡
占
許
企
業
が
価
格
に
っ
い
て
協
調
的
一
独
占
的
一
態
度
を
と
る
こ
と
に
よ
る
帰
結
の
側
面
を
警
。

本
稿
纂
い
て
・
短
期
の
需
給
一
致
の
考
え
方
に
つ
い
て
匿
塩
一
・
一
、
寡
占
の
要
求
利
潤
率
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
菊
本
一
。
一
、

競
争
キ
デ
ル
を
警
た
め
の
分
析
用
具
と
し
て
の
、
．
≦
曇
姜
を
り
．
・
に
つ
い
て
は
奉
巾
芸
”
一
、
。
、
一
・
一
賃
つ
て
い
る
。

　
　
　
寡
占
的
諸
行
動
と
一
ク
品
影
竃
つ
い
て
一
北
野
一
　
　
　
　
－
　
四
三
一
五
三
一



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
四
号
）

四
四
　
（
五
三
二
）

競
争
竃
◎
宇
一

　
　
寡
占
的
諾
行
動
の
相
関
と
そ
の
帰
結
で
あ
る
経
済
現
象
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
競
争
的
な
企
業
行
動
と
そ
れ
に
１

　
よ
っ
て
生
じ
る
経
済
現
象
の
検
討
か
ら
始
め
る
。
競
争
的
特
徴
を
鮮
明
に
浮
び
上
が
ら
せ
る
た
め
に
次
の
仮
定
を
お
く
。

　
　
一
　
マ
ク
ロ
の
経
済
は
、
生
産
財
部
門
（
第
一
部
門
）
と
消
費
財
部
門
（
第
二
部
門
）
の
二
部
門
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

　
　
二
　
缶
部
門
に
据
付
げ
ら
れ
た
設
備
は
そ
の
稼
動
・
遊
休
に
よ
っ
て
能
率
を
変
化
さ
せ
ず
、
正
の
粗
利
潤
（
…
副
ト
慧
－
蒲
撚
雌
通
）

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
を
生
む
限
り
完
全
稼
動
さ
れ
る
。
従
っ
て
各
設
備
は
完
全
稼
動
さ
れ
る
か
、
遊
休
・
廃
棄
さ
れ
み
か
で
あ
り
、
価
格
１
１
限
界
費
用
に

　
よ
っ
て
各
設
備
の
稼
動
を
調
整
す
る
と
い
う
通
席
の
企
業
行
－
動
は
、
固
定
的
生
産
係
数
と
い
う
技
術
的
理
由
で
採
用
不
可
能
、
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
い
は
操
業
範
囲
は
隈
定
さ
れ
て
お
り
無
視
で
き
る
と
み
な
し
て
扱
わ
な
い
、

　
　
三
　
生
産
技
術
条
件
。
両
部
門
に
は
能
率
の
異
な
る
諾
設
備
が
並
存
し
稼
動
さ
れ
る
。
各
部
門
の
生
産
物
単
位
生
産
に
必
要
な
生

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
産
財
補
填
量
は
巧
（
“
１
ー
ボ
ド
以
下
同
じ
）
で
各
都
門
内
で
は
同
一
と
す
る
。
設
備
間
の
能
率
の
差
は
、
生
産
物
単
位
生
産
に
必
要

　
と
さ
れ
る
直
接
労
働
量
と
生
産
設
備
量
（
資
本
係
数
）
と
に
お
片
る
ち
が
い
か
ら
生
じ
る
。
資
本
係
数
の
差
は
資
本
家
へ
の
費
用
と
し

　
て
は
”
固
定
費
〃
あ
る
い
は
償
却
費
の
差
と
な
る
。
短
期
を
扱
う
本
稿
で
は
、
設
備
の
稼
動
は
仮
定
の
に
よ
り
粗
利
潤
を
基
準
と
す
・

　
る
か
ら
、
資
本
係
数
の
差
は
設
備
の
稼
動
に
は
影
響
し
た
い
。
し
た
が
っ
て
稼
動
を
問
題
に
１
す
る
限
り
で
は
設
備
間
の
能
率
の
差
は

　
直
接
労
働
量
だ
げ
に
依
存
す
る
。
競
争
の
下
で
は
、
講
設
備
は
こ
の
意
味
で
の
「
高
能
率
」
設
備
か
ら
順
に
稼
動
さ
れ
る
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
る
。
こ
の
順
序
で
生
産
量
が
仰
の
時
に
限
界
に
お
け
る
単
伎
生
産
当
１
り
の
必
要
労
働
量
を
ミ
（
色
と
す
れ
ば
、
需
要
増
↓
賃
金
価

、
格
関
係
の
好
転
に
伴
っ
て
ヨ
リ
劣
等
な
設
備
が
逐
次
稼
動
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
物
は
仰
の
増
加
函
数
と
た
る
。
分
析
を
簡
単



に
す
る
た
め
に
物
は
巧
の
連
続
函
数
と
す
る
。

　
四
　
資
本
家
の
消
費
、
労
働
者
の
貯
蓄
は
捨
象
す
る
。

　
記
号
を
定
め
て
く
ｏ
亭
Ｈ
を
定
式
化
す
る
。
〃
一
貨
幣
賃
金
率
、

量
。
ま
ず
両
部
門
の
需
給
一
致
条
件
は

　
　
　
　
　
　
　
　
ｈ
Ｈ
べ
Ｈ
Ｈ
、
も
Ｈ
べ
－
十
、
も
旧
ぎ
十
号
、

　
　
　
　
　
　
　
　
＞
ぶ
１
－
ミ
｛
≧
－
十
＞
£
…
ミ
宅

仮
定
ゆ
よ
り
両
都
門
の
切
断
（
廃
棄
）
条
件
は
．

　
　
　
　
　
　
　
　
吋
Ｈ
Ｈ
ミ
ミ
ー
（
暑
Ｈ
）
十
、
も
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
＞
１
ー
ミ
ぶ
（
ぶ
）
十
＞
３

と
た
る
。
雇
用
の
定
又
に
よ
り

き
共
、
芸
喜
ミ
＼
Ｖ
ｐ

“
１
ー
ピ
ト
。
．

加
…

・
ｚ
部
門
の
価
格
、
１
一
設
備
投
資
、

凡
…

一
Ｈ
一

一
Ｎ
一

一
〇
。
一

一
と

一
閉
一

・
ｚ
部
門
の
雇
用

で
あ
る
。
○
Ｏ
～
向
に
お
い
て
技
術
条
件
と
１
、
〃
が
外
生
的
に
所
与
と
す
れ
ば
、
内
生
変
数
は
抑
、
伽
、
Ｎ
の
６
個
、
条
件
は
６
式

で
あ
る
か
ら
体
系
は
完
結
し
た
。
図
１
は
両
部
門
の
価
格
・
費
用
と
生
産
量
と
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
後
述
の
寡
占
の
場
合
と
対
比
す
る
た
め
に
、
外
生
変
数
工
、
物
、
物
の
水
準
が
異
た
る
こ
と
に
ょ
る
内
生
変
数
へ
の
影
響

（
比
較
静
学
）
と
そ
の
経
済
的
意
味
を
検
討
し
て
お
く
。

い
～
ゆ
を
整
理
し
て

　
　
　
寡
占
的
諾
行
動
と
マ
ク
ロ
的
影
響
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
（
五
三
三
）



｛

量産生と用費
●

格価－図

ｔＳＯＣｔ
●
１ｎｕ

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
四
号
）

量産生
・
ｚ
Ｘ

巧
　
　
ぺＲ

篶

吻
伽
物
約
１

十
十
十
十
十
十
十
十
十
〇
？
・
？
一
十
〇
十
十
十
十
〇

１
勿
吻
仰
吻

，
味

り
意
あ
う
で
い
鮒
叱
餓
則
費
火
ふ

失
が
れ

定
量
さ

塒
働
産

。
労
生

は
接
り

線
直
よ

曲
程
に

討
側
備

ｃ
ｏ
左
設

。
の
な

ノ
量
秀

－
産
優

峠
生
で

較比のｄ
ｏ
ｄＭ
争
学
競
静

－表

えとたは味意の」
十
〇
。

「
＞
仏
〃

〃
１
／

力
　
力
一
一
６

耽
ば

を
得
る
。
ゆ
、

て
整
理
す
れ
ぱ

四
六
　
（
五
三
四
）

－
（
Ｈ
Ｉ
３
）
ぎ
ー
ぶ
ぶ
”
－

ぶ
｛
ぶ
（
べ
心
）
十
貫
ミ
（
ざ
）
｝
１
－
く
（
べ
寸
ぶ
）
１
１
◎

　
　
　
　
　
　
ミ
…
ぶ
＼
Ｈ
ｌ
３

０
つ
の
内
生
変
数
は
仙
、
巧
の
み
で
－
あ
る
。

一
９ｓ

そ
こ
で
ゆ
、
○
つ
を
１
で
全
徴
分
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
ニ
ポ
一
一
一
一
一
－
口
｝
・
・

　
と
な
る
。
計
算
は
末
尾
の
数
学
注
Ｏ
Ｄ
で
行
な
い
結
果
を
ま
と
め
る
と
表
１
と
な
る
。
表
１
で

§
…
専
＼
ミ
で
あ
り
、
穴
ｏ
盲
易
の
賃
金
単
位
で
測
っ
た
価
値
、
旨
巴
亭
易
の
支
配
労
働
量
を
表

わ
す
。
伽
は
実
質
賃
金
率
の
逆
数
で
あ
る
。

　
設
備
投
資
１
の
効
果
か
ら
検
討
し
よ
う
。
１
が
ヨ
リ
高
い
と
需
要
は
そ
の
分
ヨ
リ
大
き
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

妬
が
上
昇
し
、
巧
も
増
加
す
る
。
従
っ
て
生
産
財
部
門
の
遊
休
旧
設
備
の
一
部
が
採
算
に
の
り

再
稼
動
さ
れ
、
そ
の
分
雇
用
も
増
加
す
る
。
消
費
財
部
門
へ
の
影
響
は
複
雑
で
あ
る
。
生
産
財

部
門
で
の
雇
用
増
は
賃
金
支
払
増
に
よ
る
消
費
財
需
要
を
増
加
さ
せ
、
消
費
財
価
格
を
上
昇
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
消
費
財
生
産
増
に
作
用
す
る
が
、
他
方
そ
の
際
生
産
財
価
格
も
上
昇
し
て
お
り
、
そ
れ
が
消
費
財
部
門
の
切
断

条
件
を
悪
化
さ
せ
て
消
費
財
生
産
減
に
作
用
し
、
消
費
財
生
産
量
は
対
抗
す
ゑ
双
方
の
作
用
の
強
さ
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
・
双

方
の
作
用
力
の
強
さ
を
み
る
た
め
に
は
～
ぶ
＼
亀
の
符
号
を
規
定
す
る
諸
要
因
を
検
討
す
れ
ば
よ
い
。
数
学
注
－
岬
に
よ
っ
て



因要定規の
２
１

北６
ｄ２表

ミ
一
　
Ｈ
－
３

～

ミ
　
　
ぶ

ざ

．
１
－
“
き
一
き

ぶ

　
　
１
～
ぎ
（
ぎ
）

ぎ
一
｝
ー

　
　
　
　
ミ
一

■

ぎ１ぎ

の
結
果
で
あ
る
巧
増
に
よ
る
生
産
財
補
填
需
要
増
（
ｓ
ミ
一
）

側
面
か
ら
均
を
増
加
さ
せ
る
方
向
に
作
用
す
る
。

生
産
財
の
剰
余
生
産
能
力
（
Ｈ
Ｉ
色
は
大
き
く
、

の
符
号
に
無
関
係
で
あ
る
が
、

消
費
財
部
門
の
限
界
的
供
給
条
件
が
悪
い
程
生
産
財
都
門
の
消
費
需
要
増
は
消
費
財
価
格
増
に
吸
収
さ
れ
て
実
質
賃
金
率
を
低
下
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

せ
、
消
費
財
生
産
の
増
加
巾
（
０
ｒ
減
少
巾
）
を
抑
制
さ
せ
る
。
消
費
財
生
産
の
増
減
は
確
定
し
た
い
が
消
費
財
価
格
は
必
ず
上
昇
し
、

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

投
資
増
は
実
質
賃
金
率
を
必
ず
低
下
さ
せ
る
（
逆
は
逆
）
。

　
次
に
技
術
変
化
の
及
ぼ
す
効
果
を
み
ょ
う
。
的
の
効
果
は
投
資
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
必
要
補
填
量
の
上
昇
と
い

う
生
産
財
部
門
の
技
術
劣
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
一
の
投
資
需
要
（
最
終
需
要
）
１
を
実
現
す
る
た
め
に
内
生
変
数
仰
、
の
が
と
る
べ

き
値
の
変
化
は
、
技
術
一
定
の
も
と
で
ヨ
リ
多
く
の
最
終
需
要
１
を
実
現
す
る
た
め
に
内
生
変
数
に
及
ぼ
す
変
化
と
同
一
で
あ
る
。

的
の
場
合
、
消
費
財
部
門
の
技
術
劣
化
に
１
よ
る
補
填
需
要
増
は
ま
ず
生
産
財
部
門
へ
の
需
要
増
で
あ
り
、
灼
、
伽
を
上
昇
さ
せ
る
。

　
　
　
寡
占
的
諾
行
動
と
マ
ク
ロ
的
影
響
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
（
五
三
五
）

で
あ
る
。
伽
が
大
と
は
生
産
財
部
門
の
限
界
的
供
給
条
件
が
濤
睾
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
投
資

需
要
増
を
ま
か
な
う
の
に
十
分
な
生
産
財
価
格
の
上
昇
幅
は
ヨ
リ
大
き
く
、
消
費
財
部
門
の
切
断
条
件
を
ヨ

リ
悪
化
さ
せ
る
。
消
費
財
生
産
量
の
生
産
財
生
産
量
に
占
め
る
比
率
（
都
門
比
率
）
が
小
さ
い
程
、
一
方
で
灼

増
に
よ
る
消
費
財
需
要
増
が
巧
に
占
め
る
乙
。
ぎ
昌
は
大
き
く
伽
を
そ
れ
だ
け
大
幅
に
上
昇
さ
せ
、
他
方
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
巧
に
占
め
る
。
。
ぎ
冨
は
小
さ
く
、
伽
の
上
昇
巾
を
抑
え
、
従
っ
て
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻
が
小
さ
い
程
３
」
ぶ
は
小
さ
く
、
佑
の
上
昇
巾
は
小
さ
い
。
佑
が
小
さ
い
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
費
財
都
門
の
補
填
需
要
増
に
よ
る
佑
の
上
昇
を
抑
え
る
。
な
お
ぎ
き
は
ミ
凹
＼
亀

　
　
　
そ
の
絶
対
値
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
効
果
を
及
ぽ
す
（
」
が
よ
ワ
大
、
数
学
注
１
¢
３
を
参
照
）
。
す
な
わ
ち
、



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
（
五
三
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

消
費
財
部
門
自
身
に
は
、
灼
増
↓
ｗ
増
↓
消
費
需
要
増
と
生
産
財
都
門
を
通
じ
て
問
接
的
に
需
要
が
波
及
す
る
に
す
ぎ
ず
、
他
方
＾
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

吻
の
上
昇
は
消
費
財
部
門
の
切
断
条
件
↑
り
を
悪
化
さ
せ
、
双
方
の
総
合
効
果
と
し
て
消
費
財
生
産
を
減
少
さ
せ
る
。
消
費
財
価
格
は
、

均
減
に
１
よ
る
消
費
需
要
減
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
産
財
部
門
の
消
費
需
要
増
、
＾
、
的
の
上
昇
に
よ
っ
て
上
昇
し
、
実
質
賃
金
率
は
低

下
す
る
。

　
生
産
財
部
門
の
雇
用
係
数
伽
の
一
様
な
増
大
に
よ
る
技
術
劣
化
の
場
合
に
は
、
不
変
の
生
産
財
最
終
需
要
Ｊ
を
実
現
す
る
た
め
に

は
生
産
財
部
門
の
雇
用
が
増
加
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
結
果
消
費
財
需
要
増
と
な
り
消
費
財
生
産
を
増
加
さ
せ
消
費
財
価
格
を
上
昇

さ
せ
実
質
賃
金
率
を
低
下
さ
せ
る
。
そ
の
結
果
消
費
財
部
門
の
補
填
需
要
が
増
加
し
て
生
産
財
生
産
も
増
加
し
、
生
産
財
価
格
も
上

昇
す
る
。
他
方
消
費
財
部
門
の
雇
用
係
数
物
の
一
様
な
増
大
は
た
だ
消
費
財
価
格
を
同
率
上
昇
さ
せ
実
質
賃
金
率
を
同
率
低
下
さ
せ

る
だ
げ
で
あ
っ
て
、
消
費
財
生
産
に
影
響
し
汰
い
。

　
最
後
に
両
部
門
の
労
働
分
配
率
〃
へ
の
効
果
を
み
て
お
こ
う
。
生
産
財
部
門
の
労
働
分
配
率
灼
は
ゆ
を
考
慮
す
る
ど

と
定
義
、

わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
１
工
り
芸
喜
　
一
き
ミ

　
　
　
　
｝
川
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
　
１
ー
き
（
ざ
）

　
　
　
　
　
　
＞
（
Ｈ
－
３
）
ぎ
　
き
（
ざ
）
ぎ

変
型
さ
れ
る
か
ら
、
灼
は
灼
だ
げ
の
関
数
に
た
る
。

灼
と
巧
の
関
係
を
み
る
と

一
〇

従
っ
て
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
灼
へ
の
効
果
は
伽
を
除
い
て
灼
を
通
じ
て
現

竿
・
心
亨
「
曇
・
一
享
き

～
ぎ
ざ
＼
＞
“
１
（
Ｈ
＋
妻
）

８



ｑ
◎
の
右
辺
第
一
項
は
豚
弥
紛
謝
愉
跡
小
生
産
性
格
差
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
れ
が
大
き
い
程
灼
を
増
加
さ
せ
る
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
差

異
に
よ
っ
て
隻
増
加
さ
せ
る
傾
向
五
る
。
第
二
項
は
、
覧
容
小
弾
力
性
が
大
き
い
程
一
票
小
さ
い
程
一
亀
の
場
合
江

を
増
加
さ
せ
や
す
い
。
消
費
財
部
門
の
約
に
っ
い
て
も
同
様
に
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
閑
蚤
　
　
一
、
心
き

　
　
　
　
　
　
　
　
奮
…
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
ｌ
ｌ
奮
（
ぶ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞
ぶ
－
＞
３
ぶ
　
き
（
ぶ
）
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
陰
～
ミ
一
べ
ｒ
（
Ｈ
＋
色
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＆

　
　
　
　
　
　
　
　
～
ぶ
　
畠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

と
た
り
、
灼
と
巧
と
の
関
係
は
生
産
財
部
門
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
こ
上
が
分
か
る
。

　
最
後
に
邑
Ｒ
◎
の
稼
動
態
度
（
仮
定
２
）
、
利
潤
率
と
各
部
門
（
昌
碧
８
）
の
稼
動
率
、
総
供
給
量
と
の
関
連
を
み
て
お
く
。
生
産

財
部
門
の
場
合
ゆ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
１
３
）
Ｓ
ｌ
ｌ
３
（
ぎ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

　
　
　
　
　
　
．
・
．
ぼ
・
Ｖ
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９

　
　
　
　
　
　
　
　
尽
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

と
な
る
。
生
産
財
部
門
の
個
別
資
本
の
利
潤
率
ご
り
（
○
〈
吻
く
ざ
）
は
、
そ
の
設
備
の
産
出
係
数
（
資
本
係
数
の
逆
数
）
を
～
と
す
れ

ば
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
。
…
３
吻
口
Ｉ
ｓ
「
き
（
ぎ
。
）
＼
邑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豆

と
定
叉
さ
れ
る
。
よ
っ
て

　
　
　
象
占
的
諸
行
動
と
マ
ク
ロ
的
影
響
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
（
五
三
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
（
五
三
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尽
一

と
た
る
。
す
な
わ
ち
、
生
産
財
価
格
伽
が
上
昇
す
れ
ば
生
産
財
供
給
は
増
加
す
る
が
、
そ
の
際
生
産
財
部
門
の
個
別
資
本
の
利
潤
率

も
同
時
に
ー
上
昇
し
て
い
る
（
供
給
量
と
利
潤
率
と
の
正
の
相
関
）
。
消
費
財
部
門
で
も
同
様
に
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
（
ぶ
）
１
１
§
１
ぶ
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
　
　
　
　
　
　
　
３
。
…
３
。
｛
》
＼
＞
ー
ミ
き
（
ぶ
。
）
＼
＞
１
ぶ
｝
　
　
◎
〈
吻
く
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
ｌ
３
。
－
｛
§
１
ぶ
§
－
§
（
ぶ
。
）
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸

と
た
る
。
こ
れ
よ
り
、
｛
ｅ
Ｉ
ぶ
邑
が
増
加
す
れ
ば
消
費
財
供
給
は
増
加
す
る
が
、
消
費
財
部
門
の
個
別
資
本
の
利
潤
率
び
は
分
母

免
の
変
化
次
第
で
は
必
ず
し
も
増
加
す
る
と
は
限
ら
た
い
。
す
た
わ
ち
マ
ク
ロ
で
み
て
消
費
財
供
給
が
増
加
し
て
い
て
も
ミ
ク
回
で

個
別
利
潤
率
が
低
下
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
う
る
（
供
給
量
と
利
潤
率
と
の
不
対
応
）
。

　
　
（
１
）
　
こ
の
点
は
ｃ
○
隼
實
〔
。
◎
〕
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
が
議
論
に
は
旨
ぎ
員
で
あ
る
。

　
　
（
２
）
　
比
較
静
学
的
検
討
の
意
味
は
、
与
件
の
差
に
基
づ
く
内
生
変
数
の
値
の
ち
が
い
（
巳
申
睾
９
８
）
の
問
題
で
あ
っ
て
内
生
変
数
の
値
の

　
　
　
変
化
（
Ｏ
ぎ
畠
¢
）
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
。
本
稿
で
便
宜
上
変
化
の
如
く
扱
っ
て
い
る
箇
所
（
例
一
増
加
す
る
）
も
格
差
の
意
味
で
あ

　
　
　
る
点
に
注
意
。

　
　
（
３
）
内
ｏ
着
霧
理
論
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
総
供
給
関
数
の
形
に
つ
い
て
の
§
。
心
＼
、
心
考
Ｖ
◎
の
条
件
、
一
す
な
わ
ち
冬
＼
～
≧
〈
◎
が
成
立
す

　
　
　
る
た
め
の
条
件
は
我
々
の
く
◎
箒
Ｈ
で
は
Ｇ
◎
、
ｏ
勿
で
与
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
限
界
的
技
術
条
件
（
、
、
、
、
一
き
く
◎
◎
Ｈ
、
。
。
Ｑ
ミ
暑
。
。
）
だ
げ

　
　
　
で
な
く
、
隈
界
的
設
備
の
存
在
量
の
分
布
、
稼
動
設
備
の
生
産
性
格
差
、
部
門
比
率
と
需
要
分
布
な
ど
に
依
存
す
る
。
４
の
形
に
関
す
る

　
　
　
議
論
は
文
献
〔
４
〕
、
〔
５
〕
、
〔
６
〕
を
参
照
の
こ
と
。



二
　
寡
占
竃
◎
宇
一

の
設
定

　
前
節
に
お
い
て
扱
わ
れ
た
短
期
に
お
げ
る
競
争
く
ｏ
亭
Ｈ
の
特
徴
は
、
各
資
本
家
に
ょ
っ
て
無
政
府
的
に
合
成
さ
れ
た
外
生
変
数

と
し
て
の
投
資
需
要
量
に
よ
っ
て
各
部
門
の
生
産
量
、
価
格
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
際
生
産
決
定
権
を
握
る
個
別
資
本
家
の
設

備
稼
動
態
度
と
し
て
、
彼
に
と
っ
て
外
生
的
に
所
与
で
あ
る
賃
金
・
価
格
関
係
の
下
で
粗
利
潤
を
獲
得
で
き
る
限
り
設
備
を
完
全
稼

動
さ
せ
る
と
い
う
想
定
、
に
１
あ
っ
た
。
通
常
こ
の
競
争
峯
Ｏ
亭
Ｈ
と
対
比
さ
せ
た
寡
占
行
動
の
特
徴
は
、
価
格
支
配
力
の
獲
得
↓
管

理
価
格
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
生
産
財
部
門
を
寡
占
的
、
消
費
財
部
門
を
競
争
的
と
仮
定
し
て
、
寡
占
に
よ
っ
て
管
理
価
格

が
設
定
さ
れ
る
と
す
れ
ぼ
、
競
争
く
◎
ま
Ｈ
に
お
い
て
ま
ず
変
更
さ
れ
る
の
は
寡
占
部
門
の
切
断
条
件
ゆ
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
＞
１
ー
ミ
５
（
ぎ
）
十
＞
３
＋
§
＼
　
　
　
　
べ
Ｖ
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ぢ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

す
な
わ
ち
、
生
産
財
価
格
は
宇
だ
げ
引
上
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
他
の
事
情
を
一
定
と
仮
定
し
て
価
格
引
上
げ
の
帰
結
を
検
討
し
ょ
う
。

　
胸
に
１
よ
っ
て
○
つ
は

果効の定設格価理管３表

２９１ｑ２北－北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
｛
ぶ
（
ぶ
）
十
ミ
ぎ
（
ざ
）
十
ミ
ご
１
暑
１
１
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

＋　
　
と
な
る
。
宇
の
効
果
を
み
る
た
め
に
、
ゆ
、
臼
◎
を
＼
１
－
ｏ
に
お
い
て
全
徴
分
す
れ
ぼ

十

一
　
　
一
ダ
い
§
ぺ
弓
∴
し
寺
　
　
一
一

　
　
と
な
る
。
こ
の
計
算
は
数
学
注
２
で
行
な
う
が
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
表
３
と
な
る
。
生
産
財
価
格
の
引
上
げ

宇　
　
は
消
費
財
部
門
の
切
断
条
件
を
悪
化
さ
せ
て
消
費
財
生
産
を
減
少
さ
せ
、
そ
の
結
果
消
費
財
部
門
の
補
填
需
要
の
減

寡
占
的
諸
行
動
と
マ
ク
ロ
的
影
響
に
っ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
（
五
三
九
）



休遊の備設と格価理管２図

立
命
館
経
済
学
，
（
第
二
十
四
巻
・
窮
四
号
）

量産生

京

格
管
理
態
度
に
は
、
そ
れ
を
支
持
す
る
稼
動
態
度
が
連
動
し
て
お
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

占
企
業
の
み
で
あ
れ
ぽ
、
寡
占
企
業
問
に
お
い
て
、
価
格
協
定
に
伴
っ
て
発
生
す
る
余
剰
能
カ
の
遊
休
分
担
に
っ
い
て
合
意
が
成
立

せ
ね
ぱ
な
ら
た
い
。
そ
こ
に
中
小
企
業
な
ど
の
○
ｑ
邑
ｐ
睾
が
含
ま
れ
て
お
れ
ば
、
そ
の
設
傭
の
稼
動
を
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
以
外
の

方
法
（
各
種
強
制
あ
る
い
は
稼
動
利
潤
の
立
替
）
に
よ
っ
て
中
止
さ
せ
る
か
、
彼
の
能
力
分
だ
げ
そ
れ
よ
り
効
率
的
な
寡
占
企
業
の
設
備

を
遊
休
さ
せ
る
か
、
を
選
択
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
以
下
で
は
管
理
価
格
設
定
の
影
響
を
検
討
す
る
た
め
に
、
余
剰
能
力
の
遊
休

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

に
つ
い
て
寡
占
問
で
合
意
が
成
立
し
、
協
調
的
に
価
格
設
定
を
行
な
い
稼
動
率
を
需
要
に
追
随
さ
せ
る
場
合
を
扱
う
。

　
そ
れ
で
は
寡
占
は
価
格
を
い
か
な
る
態
度
で
設
定
す
る
か
。
価
格
１
１
費
用
十
利
潤
で
あ
る
か
ら
、
寡
占
の
価
格
設
定
態
度
は
両
者

の
和
で
あ
る
。
ま
ず
費
用
態
度
か
ら
検
討
し
よ
う
。
個
別
企
業
の
費
用
は
、
稼
動
に
伴
な
う
「
比
例
的
費
用
」
と
稼
動
如
何
を
問
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

な
い
「
固
定
費
」
か
ら
な
る
が
、
生
産
物
単
位
当
り
の
比
例
的
費
用
は
側
よ
り
３
＞
十
§
き
１
－
一
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
（
五
四
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

少
に
よ
っ
て
生
産
財
生
産
量
を
減
少
さ
せ
る
。
生
産
財
需
要
減
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
産
財
価
格
は
結
局

上
昇
し
、
両
部
門
の
生
産
減
、
雇
用
減
に
よ
る
消
費
財
需
要
減
に
も
か
か
わ
ら
ず
消
費
財
価
格
は
上
昇

し
、
実
質
賃
金
率
は
低
下
す
る
。
こ
の
生
産
財
価
格
引
上
げ
か
ら
生
じ
る
間
題
は
、
価
格
引
上
げ
の
結

果
第
一
に
生
産
財
生
産
減
に
よ
っ
て
生
産
財
部
門
に
遊
休
設
備
が
必
ず
発
生
し
、
第
二
に
引
上
げ
ら
れ

た
価
格
水
準
の
下
で
は
再
稼
動
可
能
な
旧
設
備
が
発
生
す
る
点
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
価
格
引
上
げ

に
よ
っ
て
遊
休
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
筈
の
設
備
や
再
稼
動
が
可
能
と
な
っ
た
設
備
（
両
者
を
余
剰
能
力
と

略
称
す
る
）
が
、
競
争
く
ｏ
註
Ｈ
の
場
合
の
よ
う
に
賃
金
・
価
格
関
係
だ
げ
に
着
目
し
て
稼
動
さ
れ
る
恋

ら
ば
、
超
過
供
給
と
な
っ
て
管
理
価
格
を
維
持
し
え
な
く
た
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
寡
占
に
よ
る
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
余
剰
能
力
の
所
有
者
が
協
定
に
参
加
す
る
寡



　
固
定
費
の
場
合
に
は
独
占
的
な
特
徴
が
現
わ
れ
る
。
競
争
に
於
て
は
仮
定
ゆ
で
み
た
よ
う
に
固
定
費
は
企
業
の
稼
動
決
定
に
影
響

せ
ず
、
た
だ
企
業
の
事
後
的
な
利
潤
率
計
算
を
通
じ
て
次
期
の
蓄
積
率
に
影
響
を
与
え
、
更
に
そ
の
結
果
次
期
以
後
の
供
給
条
件
を

変
化
さ
せ
、
こ
の
双
方
に
よ
っ
て
次
期
以
後
の
需
給
、
価
格
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
寡
占
企
業
が
価
格
設
定
す
る
場
合
、
生
産
物

単
位
当
り
の
費
用
計
算
に
そ
れ
を
生
産
し
た
設
備
の
固
定
費
を
含
め
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
設
定
し
た
価
格
を
支
持
す
る
稼
動
態

度
に
よ
っ
て
遊
休
す
る
設
備
が
発
生
す
る
か
ら
遊
休
設
備
の
固
定
費
を
も
含
め
る
態
度
を
と
る
で
あ
ろ
う
。
所
で
そ
の
遊
休
設
備
の

範
囲
は
、
設
定
さ
れ
た
価
格
水
準
の
下
で
発
生
す
る
需
要
量
に
依
存
す
る
だ
げ
で
な
く
、
存
在
す
る
設
備
を
ど
こ
ま
で
廃
棄
す
る
か

（
廃
棄
態
度
）
に
依
存
す
る
。
従
っ
て
寡
占
的
費
用
構
造
（
曲
線
）
は
寡
占
の
廃
棄
態
度
に
も
依
存
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
競
争
企
業
の
場
合
に
は
粗
利
潤
を
獲
得
し
え
な
い
設
備
は
遊
休
す
る
が
、
更
に
そ
れ
が
廃
棄
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
主
に
そ
の
設
備

の
所
有
関
係
に
依
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
主
に
劣
等
な
諸
設
備
の
み
を
か
か
え
た
弱
小
企
業
で
あ
れ
ぼ
、
－
遊
休
設
備
を
そ
の
固
定
費

負
担
に
耐
え
得
ず
に
－
廃
棄
さ
せ
、
更
に
企
業
が
廃
棄
（
倒
産
）
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
所
が
優
秀
な
設
備
を
併
せ
持
っ
企
業
で
あ

れ
ぼ
、
優
秀
な
設
備
が
稼
得
す
る
粗
利
潤
に
よ
っ
て
遊
休
設
備
の
費
用
を
負
担
で
き
る
か
ら
、
将
来
の
諸
価
格
関
係
の
好
転
を
期
待

し
て
廃
棄
さ
せ
ず
に
お
く
こ
と
も
可
能
と
な
る
（
廃
棄
の
自
由
度
の
獲
得
）
。
寡
占
企
業
の
場
合
は
当
然
後
者
の
ヶ
ー
ス
と
考
え
ら
れ
る

し
、
加
え
て
価
格
支
配
力
を
持
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
遊
休
設
備
の
費
用
を
、
稼
動
設
備
の
生
む
利
潤
で
負
担
さ
せ
る
の
で
な
く
、
生

産
費
用
項
目
に
組
込
ん
で
価
格
転
化
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
こ
う
し
て
寡
占
企
業
は
手
持
設
備
の
廃
棄
に
っ
い
て
自
由
度
を
拡

大
す
る
資
金
的
条
件
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
廃
棄
態
度
は
、
投
資
率
（
蓄
積
）
の
決
定
と
か
か
わ
ら
せ
て
長
期
的
視
点
か

ら
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
た
ろ
う
。
短
期
を
扱
う
本
稿
で
は
寡
占
の
廃
棄
態
度
を
蓄
積
態
度
と
共
に
所
与
と
す
れ
ほ
、
独
占
部
門
に
お

い
て
廃
棄
さ
れ
な
い
設
備
量
は
牡
１
１
一
定
と
な
る
。

　
　
　
寡
占
的
諾
行
動
と
マ
ク
ロ
的
影
響
に
。
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
（
五
四
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
箪
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
（
五
四
二
）

　
そ
う
す
る
と
寡
占
企
業
の
費
用
計
算
に
は
、
幻
の
固
定
費
が
組
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
寡
占
企
業
に
と
っ
て
は
、
巧
だ
げ
生
産

す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
総
費
用
、
単
位
生
産
当
り
の
費
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
＞
十
§
き
）
ざ
十
悪
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

　
　
　
　
　
　
　
３
＞
§
３
＋
ｂ
＞
ぎ
＼
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

と
た
る
。
こ
こ
で
曹
一
ぎ
は
固
定
費
を
示
め
し
、
短
期
を
扱
う
の
で
刀
と
私
は
一
定
と
す
る
。
鯛
を
表
わ
し
た
図
３
は
通
常
の
個

線曲用費的占寡り当位単物産生３図
ｔＳＯＣ

量産生

獅
用

壌 占
…

動稼全完
灼

度
的
、
長
期
的
条
件
と
要
求
利
潤
態
度
と
は
独
立
と
想
定
し
、

が
短
期
的
条
件
の
中
で
も
需
給
関
係
に
観
定
さ
れ
る
、
と
想
定
し
て
そ
れ
が
経
済
全
体
に
及
ぼ
す
効
果
を
分
析
対
象
に
す
る
。
独
占

部
門
の
需
給
は
生
産
量
仙
で
表
わ
さ
れ
る
か
ら
、
要
求
利
潤
率
戸
は

別
設
備
あ
る
い
は
一
工
場
の
短
期
費
用
曲
線
と
同
じ
形
で
あ
る
が
意
味
は
異
な
る
。
ち
が
い
は
図
３

が
寡
占
部
門
全
体
の
生
産
物
単
位
当
り
の
費
用
構
造
を
示
め
す
点
、
従
っ
て
各
設
備
は
完
全
稼
動
か

遊
休
か
、
ど
ち
ら
か
で
あ
り
、
右
下
り
曲
線
と
な
る
理
由
は
、
通
常
に
お
け
る
個
別
設
備
の
稼
動
の

変
化
に
伴
な
う
生
産
能
率
の
変
化
を
示
す
か
ら
で
は
た
く
て
、
寡
占
企
業
が
そ
の
設
備
廃
棄
態
度
に

基
づ
い
て
遊
休
設
備
の
費
用
を
も
生
産
物
の
原
価
計
算
に
含
ま
せ
る
か
ら
で
あ
る
点
な
ど
で
あ
る
。

結
局
図
３
の
費
用
曲
線
は
寡
占
的
費
用
計
算
態
度
を
示
す
こ
と
が
分
か
る
。
費
用
曲
線
が
決
ま
れ
ぼ
、

残
る
純
利
潤
要
求
態
度
が
決
ま
れ
ぼ
価
格
は
決
定
さ
れ
る
。
す
た
わ
ち
寡
占
の
価
格
態
度
は
費
用
計

算
態
度
と
利
潤
態
度
か
ら
た
る
。

　
要
求
利
潤
態
度
は
諸
般
の
事
情
、
と
り
わ
げ
投
資
態
度
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
が
、
本
稿
で
は
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
い
は
独
立
に
変
化
す
る
側
面
に
注
意
を
集
中
し
、
要
求
利
潤
率



関相の動行諸的占寡４図

理管

失
口布
！価

度態動稼

定設格西イ場市

カ重行の期長は

目
軋

宜
／一
豆
矢は

口

現
稼
動
率
如
何
に
よ
っ
て
再
び
価
格
も
再
設
定
さ
れ
る
。

が
逆
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
寡
占
の
諾
行
動
と
そ
の
実
現
値
と
の
関
連
は
次
節
で
扱
う
。

　
　
（
１
）
ｑ
旬
で
岬
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
計
算
を
賃
金
単
位
で
行
う
際
の
便
を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
（
２
）
　
生
産
財
価
格
引
上
げ
は
、
消
費
財
部
門
の
利
潤
減
、
生
産
財
価
格
上
昇
の
双
方
の
理
由
か
ら
消
費
財
部
門
（
競
争
的
と
仮
定
し
て
い
る
）

　
　
　
　
の
投
資
を
減
少
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
効
果
は
無
税
す
る
。

　
　
（
３
）
余
剰
能
力
の
寡
占
問
所
有
分
布
の
如
何
で
は
、
余
剰
能
力
部
分
（
図
２
参
照
）
だ
げ
が
遊
休
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
が
稼
動
し
、

　
　
　
　
よ
り
能
率
的
な
設
備
が
遊
休
す
る
こ
と
も
あ
る
。
本
稿
で
は
簡
単
化
の
た
め
に
余
剰
能
力
だ
け
が
遊
休
す
る
と
仮
定
す
る
。
一
産
業
に
大

　
　
　
　
寡
占
的
諾
行
動
と
マ
ク
ロ
的
影
響
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
（
五
四
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
川
、
、
（
ざ
）
一
　
　
～
、
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９

　
　
（
６
）

と
な
る
。
無
論
、
〆
は
遊
休
設
備
を
も
含
む
廃
棄
態
度
に
。
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
存
在
全
設
備
に

対
し
て
要
求
さ
れ
る
。
以
上
に
よ
り
、
生
産
財
生
産
量
巧
の
時
に
１
設
定
さ
れ
る
価
格
水
準
は

　
　
　
　
　
　
　
　
＞
１
１
３
＞
十
ミ
き
十
ス
ぎ
）
＞
ぎ
＼
べ
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
璽

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ざ
）
１
１
、
（
ぎ
）
十
、

　
　
（
７
）

と
な
る
。
プ
は
粗
利
潤
率
で
あ
る
。

　
以
上
我
々
が
検
討
し
て
き
た
管
理
価
格
の
設
定
に
伴
な
う
寡
占
１
の
諾
行
動
の
相
関
は
図
４
の

よ
う
に
示
さ
れ
る
。
寡
占
の
長
期
的
戦
略
に
基
づ
い
て
投
資
・
廃
棄
行
動
が
決
定
さ
れ
る
。
そ

れ
ら
と
短
期
と
の
関
連
に
１
っ
い
て
は
、
投
資
は
市
場
で
の
需
要
に
、
廃
棄
は
寡
占
の
費
用
曲
線

に
影
響
を
与
え
る
。
短
期
的
行
動
と
し
て
は
、
費
用
態
度
と
利
潤
要
求
態
度
に
基
づ
い
て
価
格

が
設
定
さ
れ
、
市
場
で
の
審
判
に
ー
よ
っ
て
稼
動
率
が
価
格
を
支
持
す
る
よ
う
に
決
定
さ
れ
、
実

　
　
　
　
　
　
（
８
）

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
て
決
ま
っ
た
短
期
的
行
動
と
そ
の
実
現
値
に
－
よ
っ
て
長
期
的
行
動



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
四
号
）
　
．
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
（
五
四
四
）

　
　
企
業
と
中
小
企
業
が
併
存
す
る
場
合
に
お
げ
る
大
企
業
の
価
格
政
策
に
関
す
る
一
試
論
に
つ
い
て
は
文
献
〔
９
〕
参
照
。

（
４
）
　
議
論
を
簡
単
に
す
る
た
め
、
以
下
で
は
ミ
（
き
）
Ｈ
ミ
き
（
竹
１
１
一
定
）
と
仮
定
す
る
。
す
な
わ
ち
独
占
部
門
の
設
備
問
の
労
働
生
産

　
　
性
格
差
を
捨
象
す
る
。
競
争
部
門
で
は
労
働
生
産
性
格
差
が
稼
動
決
定
、
粗
利
潤
獲
得
額
決
定
の
条
件
と
な
っ
た
が
、
独
占
部
門
で
は
前

　
　
者
を
捨
象
し
て
も
後
者
は
決
定
で
き
る
し
、
生
産
性
格
差
の
解
消
が
独
占
諸
企
業
の
本
質
的
一
特
徴
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
捨
象
は
議

　
　
論
の
骨
子
に
影
響
し
な
い
。
こ
こ
で
「
固
定
費
」
と
し
て
は
、
設
備
の
維
持
・
修
繕
費
、
償
却
費
、
金
離
費
用
、
引
当
金
な
ど
を
考
え
て

　
　
い
る
。

（
５
）
　
こ
こ
で
の
固
定
費
は
時
価
（
九
）
に
基
づ
く
費
用
計
算
態
度
を
意
味
し
て
い
る
。
維
持
費
、
償
却
費
、
引
当
金
な
ど
は
時
価
の
方
が
適

　
　
切
で
あ
る
が
、
金
利
負
担
は
不
適
切
で
あ
る
。

（
６
）
　
管
理
価
格
の
水
準
の
規
定
要
因
、
投
資
と
の
関
係
な
ど
に
っ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
文
献
〔
７
〕
参
照
の
事
。

（
７
）
　
従
来
の
寡
占
価
格
論
で
は
、
競
争
の
場
合
と
対
比
し
た
価
格
の
硬
直
性
を
主
な
問
題
に
し
て
い
る
。
従
っ
て
価
格
水
準
は
長
期
正
常
稼

　
　
　
　
　
＊

　
　
動
水
準
灼
の
予
想
値
を
鯛
に
代
入
し
て
設
定
さ
れ
、
稼
動
態
度
は
、
そ
の
価
格
水
準
を
維
持
す
る
よ
う
に
需
要
の
変
動
に
供
給
を
調
整
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
せ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
本
稿
で
は
寡
占
ガ
短
期
に
お
い
て
”
積
極
的
価
格
政
策
”
を
採
用
す
る
場
合
を
扱
う
。
硬
直
的
な
場
合
は
、

　
　
我
々
の
く
。
ｑ
、
－
で
鈎
、
・
１
－
Ｈ
の
場
合
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
。
管
理
価
格
の
硬
直
性
に
っ
い
て
は
、
文
献
〔
８
〕
参
照
の
事
。

（
８
）
　
胸
よ
り
価
格
を
設
定
す
る
た
め
に
は
稼
動
率
が
決
ま
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
後
者
は
前
者
に
依
存
す
る
。
こ
れ
は
穴
¢
壱
霧
〔
４
〕
の

　
　
短
期
期
待
の
間
題
で
あ
っ
て
、
寡
占
企
業
は
ま
ず
稼
動
率
の
予
想
に
基
づ
い
て
価
格
を
設
定
し
、
実
現
し
た
市
況
と
稼
動
率
に
基
づ
い
て

　
　
再
び
価
格
設
定
を
行
う
。

三

比

較
　
静

学

　
前
節
で
検
討
し
た
寡
占
的
諸
行
動
を
想
定
し
、
そ
の
変
化
の
及
ぽ
す
マ
ク
ロ
的
帰
結
を
検
討
す
る
こ
と
が
本
節
の
課
題
で
あ
る
・

そ
こ
で
マ
ク
ロ
・
モ
デ
ル
を
設
定
し
よ
う
。
両
部
門
の
需
給
一
致
条
件
は

　
　
　
　
　
　
　
　
＞
ざ
１
１
ｂ
も
Ｈ
ぎ
十
｝
ぶ
ぶ
十
＞
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８



童
－
多
主
一
、
冬
星

と
た
る
。
前
節
の
議
論
に
よ
り
独
占
都
門
の
価
格
は

　
　
　
　
　
　
　
　
＞
１
１
３
｝
十
ミ
き
十
ミ
Ｈ
ぎ
＼
ざ

で
決
め
ら
れ
る
。
競
争
部
門
の
切
断
条
件
は

　
　
　
　
　
　
　
　
寧
１
ー
ミ
ぶ
（
ぶ
）
十
＞
３

で
あ
る
。
的
“
鯛
を
整
理
す
る
と

§憂８

　
　
　
　
　
　
　
　
∴
∴
一
∴
　
　
　
一

を
得
る
。
ｅ
◎
～
陶
の
内
生
変
数
は
灼
、
灼
、
伽
で
あ
り
体
系
は
完
結
し
た
。
外
生
変
数
は
投
資
な
ど
寡
占
の
諾
態
度
と
技
術
条
件
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
に
よ
る
比
較
静
学
的
検
討
を
行
な
う
。
一
例
と
し
て
投
資
で
く
◎
箒
一
を
全
徴
分
す
れ
ぼ
、

　
　
　
ミ
、
ぎ

ぎ
＼
ｅ
　
　
共
Ｈ
１
“
）

　
　
　
ぎ

　
Ｏ
．
　
　
Ｈ
Ｉ
３

ｓ
ぶ
　
　
　
　
ー
き

　
Ｏ

　
Ｉ
ｓ

　
、き
ぶ
十
Ｑ
忘
｝

昏
一

ミ
一～

ぶ

○ＨＯ
～
Ｈ
　
　
～
…
ぎ
ぎ
…
、
、
ぎ、

蓬

を
得
る
。
計
算
は
数
学
注
３
で
扱
い
結
果
を
表
４
に
訂
と
め
た
。
投
資
の
効
果
か
ら
順
に
検
討
す
る
。

　
投
資
の
増
加
は
生
産
財
生
産
を
増
加
さ
せ
る
が
、
生
産
財
価
格
の
運
動
は
～
～
－
に
依
存
す
る
。
こ
の
点
を
詳
し
く
み
る
た
め
に

　
　
　
寡
占
的
諸
行
動
と
マ
ク
ロ
的
影
響
に
ー
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
（
五
四
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
四
号
）

的
を
伽
と
巧
の
関
数
と
み
て
全
微
分
す
れ
ば

学静較比のｄ
ｏ
ｄＭ占寡４表率潤利の

○す示をとこるす存依に
９ま毒？

占
度
独
態
　
求
５
要
図

１＞ｅｒ

Ｏ

ム

五
八

（
五
四
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
よ
「
箏
一
苧
推
一
二
一
章
　
　
　
・
・
§

を
得
る
。
す
な
わ
ち
生
産
財
生
産
が
増
加
し
た
場
合
生
産
財
価
格
の
蓮
動
は
、
固
定
費
の
減
少
に

よ
る
費
用
減
と
要
求
利
潤
率
の
増
加
と
の
対
抗
関
係
に
依
存
し
、
～
Ｖ
Ｈ
の
場
合
は
後
者
が
優
勢

と
た
り
生
産
財
価
格
は
上
昇
す
る
（
逆
は
逆
）
。
こ
の
価
格
の
運
動
を
決
定
す
る
６
は
独
占
の
利
潤

率
要
求
態
度
を
示
す
の
だ
か
ら
、
そ
の
値
は
独
占
の
態
度
に
依
存
し
先
験
的
に
断
定
で
き
ず
、
条

件
が
変
化
す
れ
ば
変
化
す
る
政
策
変
数
で
あ
る
が
、
２
の
値
が
与
え
ら
れ
れ
ば
そ
の
経
済
的
帰
結

を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
る
。
８
の
値
の
例
は
図
５
に
示
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
投
資
の
消
費
財
部

門
へ
の
効
果
は
錯
綜
し
て
い
る
。
数
学
注
３
帥
、
¢
ａ
よ
り

で
あ
る
。
“
〈
Ｈ
の
場
合
に
は
生
産
財
価
格
は
低
下
し
、

な
う
雇
用
増
が
消
費
財
需
要
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
消
費
財
生
産
は
増
加
す
る
。

財
価
格
上
昇
作
用
が
消
費
需
要
増
の
作
用
を
凌
駕
し
、
消
費
財
の
生
産
は
減
少
し
、

価
格
は
～
ｖ
Ｈ
の
場
合
に
は
、
生
産
財
価
格
上
昇
、

　
～
ぶ

　
ミ
ー
（
§
｝
）
、
十
＞
、
一
べ
・
．
＞
、
ミ
Ｈ
１
、
）
　
　
　
　
竃

　
尽
螂

　
亀
～
§
一
、
（
§
・
べ
一
）
心
－
（
＞
、
一
）
心
、
茗
・
（
Ｈ
－
、
）
　
　
　
霊

　
消
費
財
部
門
の
切
断
条
件
鋤
を
緩
和
さ
せ
、
加
え
て
生
産
財
生
産
増
に
伴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
８
が
１
よ
り
十
分
大
き
く
な
れ
ば
、
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遊
休
、
廃
棄
さ
れ
る
設
備
が
生
じ
る
。
消
費
財

生
産
財
部
門
か
ら
の
消
費
需
要
増
の
双
方
か
ら
必
ず
上
昇
し
、
実
質
賃
金
率
を



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

倹
下
さ
せ
る
。
し
か
し
８
が
１
よ
り
十
分
に
小
さ
け
れ
ぼ
消
費
財
価
格
が
低
下
（
実
質
賃
金
率
が
上
昇
）
す
る
可
能
性
は
残
り
、
ミ
・
、
・

ミ
き
ざ
＼
＞
３
ぶ
が
小
さ
い
程
、
プ
が
大
き
い
程
、
そ
の
公
算
は
強
ま
る
。
、
伽
が
小
と
は
消
費
財
の
限
界
供
給
弾
力
性
が
大
き
い
こ
と

を
意
味
し
・
消
費
財
需
要
増
の
場
合
に
消
費
財
価
格
の
上
昇
は
緩
い
。
ミ
き
べ
・
＼
＞
、
・
べ
・
が
小
で
あ
れ
ぼ
、
生
産
財
生
産
増
に
伴
な
う

消
費
財
需
要
増
は
相
対
的
に
小
さ
く
消
費
財
価
格
の
上
昇
は
少
な
く
、
他
方
消
費
財
生
産
増
に
伴
な
う
生
産
財
補
填
需
要
は
相
対
的

に
大
き
く
・
～
〈
Ｈ
だ
か
ら
生
産
財
価
格
は
低
下
し
、
低
下
巾
は
大
き
く
、
消
費
財
価
格
の
上
昇
を
こ
の
面
か
ら
も
抑
制
す
る
。
又

鰯
よ
り
久
を
灼
で
微
分
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
～
、
一
　
　
　
も
、
沖
－

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
一
１
　
　
え

と
な
る
か
ら
・
ブ
が
高
い
程
生
産
財
増
に
ょ
る
生
産
財
価
格
減
は
大
き
く
（
、
は
今
小
さ
い
と
し
て
い
る
）
、
従
っ
て
消
費
財
価
格
に
抑

制
的
に
１
作
用
す
る
。
な
お
尽
一
＼
亀
が
負
の
場
合
（
そ
の
場
合
“
〈
Ｈ
）
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
低
下
巾
は
尽
・
＼
亀
の
そ
れ
よ
り
も
小
さ

い
（
数
学
注
３
組
勃
参
照
）
。
こ
こ
で
投
資
効
果
の
絶
対
値
に
１
っ
い
て
み
て
お
く
。
　
２
が
大
き
い
程
、
べ
・
＼
亀
は
小
さ
く
な
る
。
消
費
財

の
場
合
・
ミ
一
＼
亀
Ｖ
ｏ
と
た
る
２
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
６
が
大
き
い
程
ミ
一
＼
ミ
は
小
さ
く
な
る
。
、
〈
Ｈ
か
っ
、
が
大
き
い
程

曇
一
＼
ミ
の
低
下
巾
壮
小
さ
い
。
昏
心
＼
亀
く
○
と
な
る
２
の
範
囲
で
９
が
大
き
い
程
昏
・
＼
亀
の
低
下
巾
は
小
さ
い
。

　
次
に
・
寡
占
が
要
求
利
潤
率
プ
を
高
め
れ
ぼ
（
プ
曲
線
の
上
方
。
。
巨
３
、
表
２
の
〃
の
場
合
と
同
じ
理
由
に
よ
っ
て
消
費
財
生
産

は
低
下
し
・
消
費
財
生
産
設
胤
の
遊
休
・
廃
棄
を
強
制
し
、
そ
の
結
果
補
填
需
要
減
を
通
じ
て
生
産
財
部
門
の
稼
動
率
も
低
下
す
る
。

価
格
は
両
都
門
共
に
上
昇
し
発
罫
資
金
率
む
風
下
さ
せ
る
が
、
そ
の
際
生
産
財
価
格
の
上
昇
巾
と
上
昇
率
は
共
に
消
費
財
価
格
の
そ

れ
ら
を
上
旺
ゲ
・
従
っ
て
相
対
価
格
は
要
求
利
潤
率
を
引
上
げ
た
生
産
財
部
門
に
有
利
と
た
る
。
又
生
産
財
部
門
の
実
現
利
潤
率
は
、

　
　
　
　
寡
占
的
諾
行
動
と
マ
ク
ロ
的
影
響
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
（
五
四
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
．
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
（
五
四
八
）

要
求
利
潤
率
を
引
上
げ
る
前
の
実
現
利
潤
率
に
比
し
て
必
ず
零
雲
。
要
求
利
潤
率
の
引
上
げ
に
よ
一
て
両
部
門
の
生
産
一
里
・
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

格
の
変
化
率
の
絶
対
値
は
、
６
が
高
い
程
小
さ
く
、
よ
り
硬
直
的
と
な
る
。

　
続
い
て
技
術
変
化
の
効
果
を
み
る
。
佑
の
上
昇
は
競
争
峯
。
亭
Ｈ
と
同
じ
理
由
で
生
産
財
の
生
産
を
増
加
さ
せ
る
。
生
産
財
価
格

は
、
投
資
効
果
の
場
合
は
固
定
費
減
に
よ
り
、
に
依
存
し
た
が
、
佑
が
増
加
す
れ
ぼ
固
定
費
減
を
比
例
的
費
用
増
が
凌
駕
し
て
６
と

独
立
に
上
昇
す
る
。
佑
の
消
費
財
部
門
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。
消
費
財
生
産
は
、
生
産
財
価
格
上
昇
の
負
と
生
産
財
部
門
の
消
費
財

需
要
増
に
よ
る
正
と
の
対
抗
関
係
で
決
ま
る
が
、
、
が
十
分
小
さ
げ
れ
ば
後
者
が
優
勢
と
た
る
。
消
費
財
価
格
は
必
ず
上
昇
し
・
実

質
賃
金
率
は
低
下
す
る
。
吻
の
灼
へ
の
効
果
は
正
で
あ
る
が
伽
へ
の
効
果
は
～
～
Ｈ
に
依
存
す
る
。
競
争
旨
◎
亭
Ｈ
の
場
合
と
同
様

に
物
が
上
昇
す
れ
ば
巧
は
低
下
す
る
。
消
費
財
価
格
は
妬
の
動
向
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
上
昇
し
、
実
質
的
賃
金
率
を
低
下
さ
せ

　
　
２
。
九
る
。
芸
効
果
は
競
争
峯
。
。
、
一
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
％
、
葛
巧
へ
の
効
果
の
絶
対
値
は
い
ず
れ
を
が

　
　
〃
　
　
　
　
め

果
　
－
　
　
示
　
大
き
い
程
小
さ
く
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

効
”
、
糀

の
　
吻
　
・
は
　
　
最
後
に
分
配
率
へ
の
効
果
を
み
る
。
ま
ず

へ
　
　
　
　
逆

灼
“
？
疵
　
　
　
　
　
き
、
ミ
・
＼
一
Ｈ
．
、
・
一
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

５
　
１
　
．
１
な
　
で
あ
り
、
～
、
伽
が
一
定
の
場
合
灼
は
伽
と
逆
行
す
る
。
各
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
灼
へ
の
効
果
は
表
５
と
な
る
。
プ

表
　
　
　
　
　
＜

　
　
　
　
例
れ
　
だ
け
が
無
条
件
に
灼
へ
負
効
果
を
及
ぽ
し
、
１
、
勾
、
仙
の
場
合
は
～
～
Ｈ
に
依
存
す
る
。
佑
の
効
果
は
９
が
０

　
　
　
　
　
２

　
　
　
　
　
　
　
に
近
け
れ
ば
正
で
あ
る
。

　
（
１
）
　
こ
こ
で
の
結
論
は
数
学
注
３
、
ブ
の
項
参
照
の
事
。

　
　
　
　
な
お
、
川
、
ミ
十
句
だ
か
ら
、
、
の
効
果
は
費
用
態
度
９
の
変
更
、
た
と
え
ば
償
却
政
策
の
変
更
、
の
効
果
を
含
む
。
又
寡
占
の
廃
棄
態

　
　
　
度
の
変
更
の
効
果
（
包
の
効
果
）
は
ブ
の
場
合
と
同
じ
符
号
を
も
つ
こ
と
は
簡
単
に
分
か
る
・



四
　
含

意

我
々
は
、
短
期
に
お
い
て
競
争
く
ｏ
亭
Ｈ
と
対
比
さ
せ
た
寡
占
の
諾
行
動
の
特
徴
と
相
互
関
連
を
明
ら
か
に
し
、
次
に
、
投
資
、

要
求
利
潤
率
、
生
産
技
術
な
ど
が
変
化
す
る
こ
と
に
ょ
る
経
済
現
象
へ
の
影
響
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
分
析
結
果

の
含
意
を
検
討
し
よ
う
。

１
　
独
占
の
要
求
と
そ
の
実
現
値
と
の
乖
離

独
占
は
価
格
協
定
を
行
い
、
そ
れ
を
支
持
す
る
稼
動
政
策
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
価
格
支
配
力
を
も
っ
が
、
そ
の
こ
と
ぼ
独
占
が

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
要
求
し
た
価
格
水
準
や
利
潤
率
が
実
現
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
図
６

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｘ
・

と率
潤
率
利
潤
求
利
要
現
　
実
６図

ｏ
１１

　
　
　
ノ
Ｏ
　
　
　
ｒ

　
　
　
ｒ
　
　
　
　
　
ｒ

さ
れ
る
競
争
部
門
の
投
資
量
を
低
下
さ
せ
る
か
も
知
れ
ず
、

ら
れ
た
際
何
等
か
の
事
情
で
独
占
部
門
の
投
資
量
が
同
時
に
１
引
下
げ
ら
れ
て
も
同
様
の
事
が
い
え
る

利
潤
率
と
の
乖
離
と
は
、
初
期
に
お
け
る
期
待
価
格
と
実
現
価
格
と
の
乖
離
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。

　
　
　
寡
占
的
諸
行
動
と
マ
ク
ロ
的
影
響
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一

に
お
い
て
、
現
行
稼
動
水
準
〃
の
時
に
要
求
利
潤
率
を
、
れ
に
〃
だ
け
高
め
た
と
す
る
。
す
る
と
三

で
検
討
し
た
よ
う
に
生
産
財
生
産
量
が
灼
に
低
下
し
、
実
現
利
潤
率
７
は
初
期
の
要
求
利
潤
率
、
へ

に
達
し
な
い
。
も
っ
と
も
実
現
利
潤
率
は
初
期
に
成
立
し
て
い
た
利
潤
率
れ
よ
り
は
必
ず
高
い
水

準
に
落
着
く
（
数
学
注
３
・
の
項
参
照
）
。
こ
の
結
論
は
他
の
事
情
に
ー
し
て
変
化
な
し
と
す
る
場
合
に

従
う
が
、
　
プ
の
引
上
げ
は
消
費
財
都
門
の
利
潤
を
低
下
（
物
の
低
下
）
さ
せ
、
獲
得
利
潤
に
制
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
場
合
実
現
利
潤
率
は
更
に
低
下
す
る
。
又
要
求
利
潤
率
が
引
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
無
論
、
要
求
利
潤
率
と
実
現

（
五
四
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
四
号
）

六
二
　
（
五
五
〇
）

２
　
要
求
利
潤
率
と
剰
余
生
産
物

　
独
占
部
門
の
資
本
家
が
要
求
利
潤
率
水
準
を
高
め
る
な
ら
ば
、
実
現
利
潤
率
は
要
求
水
準
に
及
ぼ
な
い
と
は
い
え
確
実
に
上
昇
す

る
こ
と
を
み
た
。
所
で
経
済
全
体
で
み
る
と
、
剰
余
生
産
物
の
素
材
的
内
容
は
仮
定
４
に
よ
り
投
資
財
で
あ
り
一
定
と
仮
定
し
た
が
、

物
的
剰
余
生
産
物
一
定
と
独
占
部
門
の
実
現
利
潤
率
上
昇
と
の
関
連
は
ど
う
か
？
　
そ
こ
で
両
部
門
の
利
潤
卿
を
検
討
す
る
と
、
鯛
、

鯛
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
３
１
－
（
Ｈ
ｌ
３
）
＞
ぎ
－
ミ
３
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
３
１
１
＞
ぶ
１
＞
ぶ
ぶ
ー
ミ
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃

で
あ
る
か
ら
的
、
帥
を
考
慮
す
れ
ぼ
経
済
全
体
で
の
利
潤
冗
は

　
　
　
　
　
　
　
　
詞
１
－
き
十
３
１
１
（
Ｈ
Ｉ
Ｑ
一
）
＞
ぎ
１
＞
３
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
１
－
＞
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

と
な
り
、
工
１
１
一
定
だ
か
ら
ミ
＞
１
１
一
定
と
な
る
。
ミ
＞
を
変
形
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ｌ
Ｉ
詞
＼
、
Ｈ
ｌ
ｌ
、
ぎ
十
詞
凹
言
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
ｅ

と
な
る
。
私
は
独
占
の
廃
棄
態
度
の
仮
定
よ
り
一
定
で
あ
る
。
帥
よ
り
作
の
上
昇
に
生
産
財
価
格
で
評
価
し
た
消
費
財
部
門
の
利
潤

量
を
減
少
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
素
材
的
な
剰
余
生
産
物
の
分
配
（
Ｈ
ｌ
ｌ
－
十
“
）
と
剰
余
生
産
物
の
購
買
力
（
剰
余
生
産
物
の
資
金
的
裏
付

げ
）
の
分
配
と
は
別
の
こ
と
で
あ
り
、
管
理
価
格
の
引
上
げ
に
よ
っ
て
た
と
え
前
者
は
一
定
で
あ
っ
て
も
後
者
に
っ
い
て
は
競
争
部

門
が
独
占
部
門
に
よ
っ
て
収
奪
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に
競
争
部
門
の
個
別
資
本
の
利
潤
率
（
を
検
討
す
る
。



独
占
の
要
求
利
潤
率
引
上
げ
が
篶
に
及
ぼ
す
効
果
は
、
幽
と
数
学
注
３
、

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
出
。
　
黒
寧
＼
＞
）
　
　
　
　
呉
ミ
＼
＞
）
　
ミ
　
一
～
ぎ

　
　
　
　
　
　
－
↓
－
　
寺
　
ー
ミ
一
（
べ
一
。
）
寺
　
Ｈ
到
ミ
、
寺

と
な
り
、
競
争
部
門
の
個
別
資
本
の
利
潤
率
も
必
ず
低
下
す
る
。

相
対
価
格
へ
の
効
果
の
項
よ
り

〈
○

竃

３
　
不
況
下
の
イ
ソ
フ
レ
現
象

６
冨
怪
註
旨
、
、
現
象
の
特
徴
は
、
ｏ
ｏ
不
況
、
雇
用
減
、
の
諸
物
価
上
昇
、
実
質
賃
金
率
低
下
、
ゆ
独
占
部
門
に
比
し
て
競
争
部
門

の
打
撃
大
（
不
況
の
二
重
構
造
）
、
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
独
占
行
動
の
及
ぼ
す
経
済
現
象
へ
の
効
果
（
表
１
、
表
４
参
照
）
か

ら
こ
の
３
点
が
い
か
に
説
明
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
？
　
ま
ず
不
況
を
説
明
す
る
た
め
に
は
投
資
減
を
想
定
す
れ
ば
よ
い
。
競
争
峯
◎
箒
－

の
場
合
そ
の
帰
結
と
し
て
は
、
生
産
財
生
産
減
は
い
え
て
も
消
費
財
生
産
は
必
ず
下
落
す
る
と
は
い
え
ず
、
何
よ
り
も
諸
物
価
は
低

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

落
し
実
質
賃
金
率
が
必
ず
上
昇
す
る
か
ら
競
争
竃
ｏ
註
Ｈ
で
は
ｏ
ｏ
～
ゆ
を
説
明
で
き
な
い
。
寡
占
峯
ｏ
箒
Ｈ
の
場
合
は
ど
う
か
。
寡
占

的
費
用
計
算
態
度
と
稼
動
態
度
を
前
提
に
す
れ
ぼ
、
投
資
減
は
生
産
財
生
産
を
減
少
さ
せ
固
定
費
を
上
昇
さ
せ
る
。
需
給
軟
化
に
も

か
か
わ
ら
ず
生
産
財
価
格
が
上
昇
す
る
た
め
に
は
馴
よ
り
～
〈
Ｈ
、
す
な
・
わ
ち
需
給
の
変
動
に
対
し
て
相
対
的
に
硬
直
的
な
利
潤
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

求
態
度
が
前
提
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
～
〈
Ｈ
で
あ
れ
ば
鯛
よ
り
消
費
財
生
産
は
必
ず
低
下
し
、
従
っ
て
両
部
門
共
に
雇
用

減
と
な
り
、
競
争
旨
◎
箒
Ｈ
に
ー
比
し
て
不
況
的
現
象
は
強
め
ら
れ
る
。
所
が
～
〈
Ｈ
で
あ
れ
ぼ
鮒
よ
り
消
費
財
価
格
の
方
向
は
確
定

せ
ず
、
２
が
１
に
十
分
近
げ
れ
ぼ
消
費
財
価
格
は
低
下
し
実
質
賃
金
率
を
上
昇
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
独
占
的
費
用
構
造
の
下
で
投
資

減
が
生
じ
て
も
＠
は
必
ず
し
も
現
わ
れ
ず
、
又
ゆ
に
っ
い
て
も
、
競
争
く
◎
ま
Ｈ
の
場
合
に
較
べ
る
と
競
争
部
門
の
打
撃
は
大
き
く

　
　
　
寡
占
的
諾
行
動
と
マ
ク
ロ
的
影
響
に
っ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
（
五
五
一
）
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六
四
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五
五
二
）

な
る
と
は
い
え
独
占
部
門
に
較
べ
た
場
合
に
そ
う
な
る
と
は
い
え
な
い
。

　
次
に
独
占
の
要
求
利
潤
率
の
引
上
げ
が
単
独
で
生
じ
た
場
合
に
は
ど
う
か
？
　
こ
の
場
合
両
部
門
共
に
生
産
減
、
価
格
上
昇
が
生

じ
、
独
占
部
門
の
方
が
価
格
上
昇
率
も
高
く
、
独
占
部
門
の
労
働
分
配
率
は
必
ず
低
下
し
、
一
～
三
は
一
応
説
明
で
き
る
。
た
だ
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

点
と
し
て
す
で
に
み
た
よ
う
に
こ
の
場
合
独
占
部
門
の
実
現
利
潤
率
は
上
昇
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
厳
密
に
は
不
況
と
い
え
ず
、

独
占
は
高
ま
っ
た
実
現
利
潤
率
に
基
づ
い
て
投
資
需
要
を
増
大
さ
せ
る
か
も
知
れ
ず
、
そ
の
場
合
不
況
的
現
象
は
一
時
的
で
し
か
あ

り
え
な
く
な
る
。

　
以
上
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
、
ｃ
ｏ
け
品
霊
ま
■
、
、
は
寡
占
的
費
用
構
造
の
下
で
投
資
減
に
よ
る
不
況
の
際
に
、
実
現
利
潤
率
の
低
下
を

阻
止
す
べ
く
要
求
利
潤
率
を
引
上
げ
る
独
占
的
行
動
淋
重
複
す
る
事
に
よ
っ
て
、
不
況
の
加
重
、
諾
価
格
の
上
昇
、
た
か
ん
ず
く
生

産
財
価
格
の
上
昇
、
実
質
賃
金
率
の
低
下
、
そ
し
て
競
争
部
門
へ
の
打
撃
大
、
と
い
う
現
象
が
生
じ
た
と
み
る
べ
き
で
１
あ
ろ
う
。
独

占
部
門
が
、
寡
占
的
費
用
構
造
の
下
で
、
一
方
で
投
資
減
、
他
方
で
要
求
利
潤
率
引
上
げ
、
管
理
価
格
支
持
の
為
の
減
産
と
い
う
投

資
、
価
格
、
稼
動
政
策
（
行
動
）
を
有
機
的
に
結
合
し
て
採
用
す
れ
ば
、
独
占
の
実
現
利
潤
率
の
低
下
を
緩
和
た
い
し
阻
止
し
っ
っ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

実
質
賃
金
率
減
と
雇
用
減
を
同
時
に
実
現
さ
せ
、
か
つ
こ
の
双
方
か
ら
消
費
財
需
要
減
↓
競
争
部
門
の
旧
設
備
の
陶
汰
（
過
剰
資
本
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

整
理
）
、
労
働
力
市
場
の
需
給
緩
和
を
も
同
時
に
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
何
等
か
の
事
情
で
独
占
的

行
動
が
上
記
と
逆
の
方
向
を
取
る
な
ら
ば
、
そ
の
結
果
も
上
記
と
逆
と
な
る
亡
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
（
１
）
現
実
に
は
そ
の
際
、
生
産
技
術
の
「
悪
化
」
（
公
害
、
資
源
た
ど
）
に
よ
る
影
響
（
吻
の
上
昇
）
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
数
学
注
１
一
ギ
ダ
§
シ
一
一
竿
一
マ

一
〇
。
一



　
　
　
　
　
　
Ｈ
よ
・
　
　
ー
ぶ
　
　
　
・
　
　
Ｈ
　
　
ー
ミ
　
　
　
　
ぶ

　
　
」
…
　
　
　
　
　
　
　
　
１
－
（
Ｈ
Ｉ
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
…

　
　
　
　
　
ミ
ぶ
ミ
、
１
ぎ
　
ミ
ミ
十
ぶ
ぶ
、
　
　
　
　
　
亀
ぶ
ミ
、
ー
ミ
　
ミ
ミ
十
ぶ
ぶ
、
　
　
　
　
Ｈ
１
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
１

　
　
　
～
ぶ
３
、
十
ぶ
ぶ
ミ
、
Ｖ
◎

注
１
　
「
～
」
の
記
号
は
両
辺
の
符
号
が
等
し
い
こ
と
を
示
す
。

　
　
享
－
Ｈ
　
Ｉ
ぶ

　
　
　
　
　
１
１
－
　
　
　
　
　
　
Ｖ
◎

　
　
　
ミ
　
」
◎
§
－
十
ぶ
ぶ
、

晴
一
ポ
ー
ダ
干
千
手
ミ
外
、
工
て
葦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
、
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
只
ぎ
色
川
　
　
　
、
…
ぶ
＼
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

３
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
尽
Ｈ
　
一
ミ
ー

　
　
（
Ｈ
１
３
）
　
　
１
ー
き
　
　
Ｖ
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
，
Ｈ
　
　
　
，
Ｈ

４
よ
り

　
　
Ｓ
Ｈ
ぎ
（
ぶ
）
十
皇
ぶ
１
１
ぶ
（
ぶ
）
十
§
－
（
き
）

　
　
、
ｓ
　
　
一
亭
－
　
ぺ
ぶ

　
　
　
　
　
１
ー
ミ
ミ
　
　
　
十
３

　
　
　
，
Ｈ
　
　
　
　
，
Ｈ
　
　
　
～
Ｈ

　
　
　
　
　
～
§
－
、
（
§
－
十
き
ｓ
、
）
十
ぶ
、
（
ミ
ー
婁
忌
一
、
）

　
　
　
　
　
１
ー
も
ぎ
、
ミ
十
ぎ
、
き
Ｖ
◎

次
一
勾
一
効
菱
一
。
累
辺
一
一
１
き
ギ
、
二
隻
一
－
よ
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
ー
３

　
　
ミ
ー
　
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
章
一
」
、
、
ミ
・
§
一
十
ミ
～
、
・
、
・
ミ
一
、
。
、
・
一
、
「
ミ
、
、
一
Ｈ
、
、
、
心
ミ
、
、
。
§
、
一
よ
一
Ｖ
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ｌ
３

　
寡
占
的
諸
行
動
と
マ
ク
ロ
的
影
響
に
つ
い
て
（
北
野
）

六
五
　
（
五
五
三
）
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Ｈ
Ｉ
｝
　
　
　
　
き

　
　
　
ミ
Ｍ
　
Ｈ

　
　
　
　
　
ｌ
Ｉ
ｌ
　
　
一
　
　
　
害
ミ
～
ミ
（
き
１
婁
岨
）
１
嚢
套
ミ
、

　
　
　
§
－
　
」
嚢
き
ー
ミ
ー
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ｌ
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
～
、
婁
ミ
、
、
、
～
さ
亨
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

訓
、
４
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
§
“
　
　
　
一
Ｓ
ｌ
Ｉ
§
十
ミ
ミ

　
　
　
　
　
　
Ｈ
－
ミ

　
　
　
尽
一
　
　
ミ
　
　
き
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Ｈ
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右
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．
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Ｑ
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Ｈ
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◎
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